
道
真

の
詩

に
投
影
さ
れ
た
『
白
氏
文
集
』

1

道
真

の
『白
氏
文
集
』
か
ら
の
摂
取
態
度

の

一
考
察

ー

焼

山

廣

志

一

つ
と
に
そ
の
影
響
関
係
の
指
摘
さ
れ
て
い
る
白
楽
天

の
詩
に
つ
い
て
、

先
学
に
導
び
か
れ
つ
つ
道
真
が
白
詩
を
ど
う
消
化
、
吸
収
し
、
ど
う
自
ら

の
創
作
に
生

か
し
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
試
論
を
展
開
し
て
み
た
い
。

『
白
氏
文
集
』
と
道
真
の
詩
と
の
か
か
わ
り
を
論
ぜ
ら
れ
た
も
の
に
金

子
彦
二
郎
氏

の
著
述

（注
①
）
が
あ
る
が
、

い
ま

「白
氏
文
集
に
関
係
あ

る
平
安
時
代

の
句
題
、
詩
題
に
関
す
る
研
究
調
査
表
」

（注
②
）
に
よ
り

つ
つ
以
下
の
論
に
か
か
わ
る
も
の
を
抜
き
出
し
、
こ
れ
を
個
別
に
検
討
し

た
も
の
が
、
次
表
で
あ
る
。

『
白
氏
文
集
』

作
品
番
号

『
菅
家
文
草

書

家
後
集
』

群

騙

白
牡
丹

○
〇
三

一

法
花
寺
白
牡
丹

二
五
七

聞
早
鴬

〇
二
九
五

聴
早
鴬

八
三

官
舎
間
題

〇
九
二
〇

官
舎
幽
趣

五
〇
四

 磨
前
桂

・
九
五
四

礎

司
轟

庁
前
莞

之
許

二
八
六

山
居尋郭

道
士
不
遇

〇
九
八
三一〇一九

岬
雨
夜
紗

彊

声
製

誰
序爵師語遇

三
八
〇三二二

春
江不睡

=

五
九=二〇七

詩
友
会
飲

同
翼
鴬
声
誘
引来花下

二

一不睡

四
三
三三〇八

杭
州
春
望

=
二
六
四

晴
砂

一

七

〇

一

葉
落

一

=

九

八

一

葉
落

二
九
七

就
花
枝和微之

詩（和
雨
中
花）河亭晴望九月八日花酒

二
二
三
二ニニ六八二四九五二六〇五

皐

護

距製

早
養

菌
内

選

同
菰

雨
中

備
応
製重陽後朝同翼

秋
雁
櫓
声諫声製九日茜宴、同講タ華廼♪製

三
四
一八五三四九七一
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葬

 
一」ノ
7工
（

一ロー匡
ま
降
ノ
.ンフ

一
一
一

和
春
深
二
+
首

二
六
竜

三

寒
早
+
首

二
℃
〇

二
六
七
二

二
〇
九

不
出
門

二
七
四
九

不
出
門

四
七
八

封
鏡

二
七
五
五

封
鏡

二
五
四

北
窓
ヲ
友

二
九
八
五

読
楽
天
北
窓
三
友
詩

四
七
七

灘
聲

三
五
七
二

灘
聲

一
⊥ハ
一

仕
）
作
品
番
号

に
つ
い
て
は

『
白
氏
文
集
』
は
『
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』

花
房
英
樹
著

の

「2
総
合
作
品
表
」

の
分
類
番
号
に
よ
り
、
『
菅
家
文
草
、

菅
家
後
集
』

の
作
品
番
号
は
、
岩
波
古
典
大
系
本
の
通
し
番
号
に
従

っ
た
。

以
下
同
じ
。

『
白
氏
文
集
』
の
道
真

の
詩

へ
の
影
響
を
考
え
る
場
合
、
そ
の
影
響
の

度
合
に
よ

っ
て
次
の
よ
う
な
分
類
を
試
み
た
。

甲
、

〔狭
義
的
影
響
〕
…
詩
題
、
詩
句
、
詩
語
、
詩
形
態
に
表
面
的
な
影

響
が
見
ら
れ
る
も
の
。

乙
、

〔広
義
的
影
響
〕
…
狭
義
的
影
響
の
み
に
留
ま
ら
ず
内
容
に
わ
た

っ

て
深

い
影
響
の
み
ら
れ
る
も
の
。

対
象
と
し
た
作
品
を
右
の
分
類
に
充
て
は
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

類

『菅

家
文
草
、
菅
家
後
集
』

（作
品
番
号
、
巻
）

『白
氏
文
集
』

（作
齢
番
.写
）

賦

雨
夜
紗
燈

鷹

製

山
居

甲

（
三
八
〇
・
巻
五
）

（九
八
三
・
巻

=
ハ
）

下

（
四

三

三
、

巻

六

）

（
二
五

九

、

巻

一
六

）

就

花

枝

慮

製

就

花

枝

（
三

四

一
、

巻

五

）

（
二

二
三

二
、

巻

占
=

）
'

甲

重

陽
後

朝

同

賦

秋

雁

櫓

聲

來

河

亭

晴

望

磨
製

（
三

四
九

、

巻

五

）

（
二
四

九

五

、

巻

二

四

）

寒

早

十

首

和

春

深

二
十

首

（
二
六

五

三

～

（
二
〇

〇

～

二

〇

九

、

巻

三

）

二
六

七

二
、

巻

二
六

）

不
出

門

（
四
七

八
、

後

集

）

不

出

門

（
二
七

四

九

、

巻

二
七

）

灘

聲

（
一
六

一
、

巻

二

）

灘

聲

（
三

五

七

二
、

巻

三

六

）

法

花
寺

白

牡

丹

白

牡

丹

（
二

五
七

、

巻

四

）

（
=
=

、

巻

一
）

尋

師

不

遇

尋

郭

道

士

不

遇

（
三

二

二
、

巻

四

）

（
一
〇

一
九

、

巻

一
七

）

不

睡

不

睡

乙

（
三
〇

八
、

巻

四

）

（
=

二
〇

七

、

巻

一
九

）

一
葉

落

一
葉

落

（
二
九

七

、

巻

四

）

（
二

一
九

八

、

巻

一
=

）

.

南

園

試

小

楽

南

国

試

小

楽

（
一
七

七

、

巻

二
）

（
二
六

五

〇

、

巻

二
六

）

讃

楽

天

北

窓

三

友

詩

北

窓

三

友

（
四

七

七

、

後

集

）

（
二
九

八

五

、

巻

二
九

）



r
帽
口
、

∠ゴ
コ
コ
ザ彦
一
一白
ハ
ロ
ン
ムん
量
8
薯

恩

β
図
ズ
で
益

耀

唱
く
↓4
祠（
し

7
℃
杢

σ
.
一（
杢

そ

れ

を

明

確

化

で
き

ず

不

審

が

残

る

も

の

は
、

除

外

し

た

。

二

〔
甲

、

狭

義

的

影

響

〕

を

さ

ら

に

具

体

的

に

述

べ

て

み

た

い
。

一
、

詩

形

態

の
類

似

性

和

春

深

二
十

首

寒

早

十

首

何

庭

春

深

好

何

人

寒

氣

早

 

 

春

深

富

貴

家

寒

早

走

還

人

馬

為

中

路

鳥

案

戸

無

新

口

つ

 

妓

作

後

庭

花

尋

名

占

藷

身

羅

綺

駆

論

隊

地

毛

郷

土

唐

金

銀

用
鴫

単

天

骨

去

來

貧

眼

前

何

所

苦

不

以

慈

悲

繋

 

 

唯

苦

日

西

斜

浮

逃

定

可

頻

（
『
白
氏
文
集
』
二
六
五
三
巻
二
六
）

（『菅
家
文
草
』
二
〇
〇
巻
三
）

道
真

の
詩
は
十
首
で
あ
り
、
白
楽
天
の
詩
は
二
十
首
で
は
あ
る
が
、
そ

り毎
詩
に
韻
字

と
し
て

「
人
、
身
、
貧
、
頻
」
の
四
字
を
使
用
し
て
い
る

の
た
り
は
白
詩

の
毎
詩
に

「家
、
花
、
車
、
斜
」
の
四
字
を
使
用
し
た
五

口律
詩
と
、
全

く
そ
の
形
態
を
同
じ
く
し
て
い
る
事
か
ら
、
道
真
が
白
詩

卜模
し
て
創
作

し
た
で
あ
ろ
う
事
は
明
か
で
あ
る
。

又
道
真

の
十

詩
全
て
、
第

一
句
は

「何
人
寒
氣
早
」
と
な

っ
て
お
り
、

]詩
二
十
首
全
て
の
第

一
句

「
何
庭
春
深
好
」
の
句
作
り
を
意
識
し
て
形

足
0
.7
、オ
q穆

し

マ
倉

循

-し
ナ
ハ
東
t
σ
.と

陛
£
え

}イ
ヌ
心

戸
溢

廼

㌔

一、

字

句

の
類

似

性

『
白

氏

文

集

』

『
菅

家

文

草
、

白

楽

天

の
詩

句

の
詩

題

と

作

道
真

の
詩

句

詩

題

菅

家

後

集

』

の

品

番

号

詩

題
と
作

品

番
口

繊

只
綾
燈

山
居

綾
壁

聾

鄭
趣

賦
雨
夜
紗
燈
鷹

（九
八
三
）

製

（
三
八
〇
）

 

む

む

 

む

む

む

む

む

む

む

む

鳥
聲
誘
引
來
花
下

春
江

同
賦
鴬
聲
誘
引
來

詩
友
會
飲
、
同

む

 

（
二
五
九
）

花
下

賦
鴬
聲
誘
引
來

花
下
（
四
三
三
）

 

む

 

む

む

む

肌
花
枝
移
酒
海

就
花
枝

便
就
花
枝
不
放
眠

就
花
枝
慮
製

（
二
二
三
二
）

（
三
四

一
）

む

む

む

む

硬
江
提
白

晴
沙

杭
州
春
望

晴
砂
宜
勝
境

晴
砂

（
=
二
六
四
）

（
一
七
〇
）

脚膣難

鯛
麩

）
漿

下雛

樋雛

翻

製

（
三
四
九
）

り

む

む

 

む

む

む

む

む

む

難

黙

騨
鐸

七
二
）
雛
赫
灘

灘
讃
…

（
注

）
各

々
対

応

し

て

い
る

印

（
○

、

×
）

は

、

両

詩

の
字

句

の
類

似

を

示

し

て

い

る
。

次

に

〔
乙

、

広

義

的

影

響

〕

に

つ
い

て

、

白

詩

の

「
白

牡

丹

」

と

道

真



困
試
小
楽
」

の
二
例
を
と

っ
て
以
下
に
詳
述
し
て
み
る
。

白
牡

丹

畿

呈

作

法
花
寺
白
牡
丹

、

以

中

看
ゾ
花

客

色

即

為

貞

白

旦

暮

走

螢

螢

名

猶

喚

牡

丹

系

華

人

不
レ
顧

嫌

随

凡

草

種

亦

占

牡

丹

名

好

向

法

華

看

開

荘

深

寺

中

在

地

軽

雲

縮

早
馬

無
榛

聾

非

時

小

雪

寒

駐
堕

隊
陣

μ

続
叢

作

何

念

益

日

邊
レ
叢

行

清

浄

窮

心

肝

博

此

皓

然

質

（
『菅
家
文
草
』

二
五
七
巻
四
）

タ

人

自

芳

馨

承
嫌
識

濁

貰

汐
植

婆

中

庭

一

陣
景

夜

添

瞑

跨
光

曙

先

明

岬
之

心

亦

静

屈
白

相

向

生

盾
昌

玉

蘂

花

鐸
翫

衆

評

争

机
來

逸

顔

皇

ニ

 

恢
因
レ
稀

況

貴

恥
謬

多

為

軽

知

知

無
一
正

」

反

悪

通
一
人

錆

（注
④
）

豆
惟

花

濁

爾

埋
当

人

事

井

ね

看

諮

眼

著

承
艶

多

紅

束

（
『白
氏
文
集
』
○
〇
三

一
巻

一
）

揚
中
花
を
看
る
客

色
は
す
な
は
ち
貞
白
た
り

旦
暮
走
り
て
螢
螢
た
り

名
は
猶
ほ
牡
丹
と
喚
ぶ

な
ら

爪
華
人
顧
み
ざ
れ
ど
も

凡
草
に
随
ひ
て
種
ゑ
ら
れ
む
こ
と
を
嫌
ふ

"
牡
丹
の
名
を
占
む

法
華
と
好
向
し
て
看
る

し
じ
ま

開
き

て
深
寺
の
中
に
在
れ
ど
も

地
に
在
り
て
は
軽
雲
縮
る

こ

牛
馬
來
る
聲
無
し

時
非
ず
し
て
小
雪
寒
い
た
り

 り

く
さ
む
ら

嘔

銭
学
士
の
み
有
り

叢
を
続
り
て
何
の
念
ひ
を
か
な
す

そ
そ

盃
日
叢
を
邊
り
て
行
く

清
浄
な
る
に
心
肝
を
窮
か
む

四
む
此

の
皓
然
の
質

八
無
き
に
し
て
自
ら
芳
聲
な
り

爪
は
嫌

へ
ど
も
我
濁
り
賞
し

伊
し
植
ゑ
て
中
庭
に
在
り

く
つり

尽
を
留
あ
て
夜
瞑
か
ら
ず



∠
に
封
す
れ
ば

心
も
亦
静
か
に

虚
白
相
向
ひ

て
生
ず

ぎ
よ
く
す
ゐ
く
わ

盾
昌
玉
蘂
花

來
の
争
ふ
所
を
華
翫
し
て

抗
り
來
り
て
顔
色
を
比
ふ
れ
ば

え
う
け
い

一
種
瑠
慶
の
如

し

倣
は
稀
な
る
に
因
り
貴
ば
れ

此
は
多
き
を
以
て
軽
ん
ぜ
ら
る

娼
め
て
知
る

正
色
無
き
こ
と
を

麦
悪
は
人
情

に
随
ふ
こ
と
を

し
か

豆
惟
だ
花
の
み
濁
り
爾
ら
ん
や

な
ら

埋
は
人
事
と
井

ぶ

右
看
よ
眼
に
入
る
は

累
艶
と
紅
英

と

こ
の
二
詩

は
、
既
に
、
川
口
久
雄
氏
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
所

（注
⑤
）
だ
が
、
白
詩
の
第
三
四
旬

「素
華
人
不
顧

亦
占
牡
丹
名
」
を

硲
ま
え
て
道
真

が

一
、

二
句
で

「色
即
為
貞
白

名
猶
喚
牡
丹
」
の
句
作

り
を
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
他
、
字
句
の
類
似
を
調
べ

て
み
る
と
1
線

で
前
に
示
し
た
よ
う
に
道
真
の
詩
に
は
白
詩
の
か
な
り
の

拶
響
が
見
ら
れ
る
。

さ
ら
に
全

詩
を
通
し
て
内
容
を
比
較
し
て
み
た
場
合
、
又
新
た
な
事
柄

ま

ず

こ

の
白

詩

の

「
白

牡

丹

」

で
は

、

「
白

牡

丹

が

当
代

の
人

々

の

目

炉
ら

退

け

ら

れ

陰

の
存

在

と

な

っ

て

い
る

。

こ
う

し

た
事

は

人

間

の
持

つ

牙
勝

手

さ

か

ら

く

る

も

の

で
、

そ

れ

は

単

に

花

に
限

っ
た

事

で
は

な

く
、

八
事

に
お

い

て
も

し

か

り

で
あ

る
」

と

い
う

、

憤

愚

の

気

持

ち

を

読

み

取

o
事

が

で
き

る
。

詩

の

「
始

知

無

正

色

、

愛

悪

随

人
情

、

豊

惟

花

濁
爾

、

理
與

人

事

井

」

の
部

分

に

テ

ー

マ
が
あ

る

と

思

う

。

こ

こ

で
注

意

し

て

お

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

は
、

白

詩

で

は

「
白

牡

π
」

そ

の
も

の

に

重

点

が

置

か

れ

て

い
る

の

で

は

な

く

、

こ

の
花

を

取

り

⊥
げ

る

こ

と

に

よ

っ
て

「
玉

蘂

花

」

と

の
比

較

を

通

し

て
自

ら

の

テ

ー

マ

τ
表

現

し

よ

う

と

し

て

い

る
点

で
あ

る

。

し

か

し
、

一
方

、

道

真

の
詩

は

「
白

牡

丹

」

に

対

す

る

作

者

の

受

け

止

の
方

が
明

確

に

打

ち

出

さ

れ

て

い
る

。

つ
ま

り

、

「
白

牡

丹

」

そ

の
も

の

炉
道

真

に

と

っ
て
鑑

賞

に
耐

え

得

る
愛

す

ぺ
き

花

と

し

て
展

開

さ

れ

て

い

O
の

で

あ

る

。

一
、

二
句

目

の

「
嫌

随

凡
草

種

、

好

向

法

華

看

」

の
部

分

、

d
ら

に

七
、

八

句

目

で

「
続

叢

作

何

念

、

清

浄

窮

心

肝

」

と
締

め

括

っ
て

い
る

。

道

真

は

「
牡

丹

」

を

仏

教

で

い

う

「
蓮

の
花

」

と

同

じ

位

の

「
貴

＼
有

難

き

花

」

と

み

な
し

て

い

る

の

で

あ

る

。

白

詩

で
は

「
白

」

で

あ

る

が

故

に

人

々
に

疎

ん

じ

ら

れ

て

い
る

と

表

現

し
て

い
る

の
に

対

し

て
、

道

真

の
場

合

は

「
在

地

軽

雲

縮

、

非

時

小

雪

寒

」

む

こ
い

っ
た
比
喩
を
試
み
て

「
白
」
と
い
う
色
を
白
詩
と
は
違

っ
た

「白
ゆ

即
に
」
良
し
と
す
る
態
度

で
こ
の
花
に
接
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
す
れ
ば
、

一
見
、
白
居
易
の
こ
の
詩
を
道
真
は
素
材
と
し
て
摂
取
し
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両

詩

の
内

容

を

吟
味

す

る

と

、

そ
う

で
な

い
事

が

明

ら

か

に

な

っ
て

・る

。

そ

の

こ
と

を

論

証

す

る

に

は

ど

う

し

て
も

道

真

の

こ

の
詩

の
詠

作

年

代

[か

か

わ

ら

な

く

て

は

な

ら

な

い
。

こ

の
詩

が

詠

ま

れ

た

の
は
、

川

口
久

雄

の
考

証

（
注

⑥

）

に

よ

れ
ば

、

「和

四
年

春

で

、

そ

の
年

は
讃

岐

守

と

し

て
赴

任

二
年

目

に

あ

た
り

、

又

日年

六
月

、

橘

広
相

の
阿
衡

問

題

紛

糾

が

起

こ

っ
て

い

る

。

こ

の
事

件

に

対

し

道
真

が

並

々
な

ら

ぬ

関
心

を

寄

せ

て

い

た

事

は

、

例

～ば

「

〔
仁

和

四
年

〕
奉

昭
宣

公

〔
基

経

〕
書

。

菅

丞

相

讃

州

刺

史

時

」

二

一

」見
て
も
十
分
察
知
が
つ
く
。

こ
の
阿
衡
事
件
に
関
し
て
の
研
究
は
坂
本
太
郎
氏
他
の
論
文

（注
⑦
）

一詳
し
い
が
、

こ
の
事
件
の
真
意
を
端
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し

秋

山
氏
の
論

文
が
あ
る
。

（注
⑧
）
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

阿
衡
事
件
の
よ
う
な
紛
争
は
、

（中
略
）
基
経
の
天
皇

へ
の
示
威
で
あ

り
、
朝
政
の
お
の
れ
を
措
い
て
は
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、

詔
勅
す
ら
左
右
し
う
る
こ
と
を
誇
示
す
る
も

の
で
あ
る
、
と
同
時
に
皇

室
と
橘
氏
と
を
割
い
て
こ
れ
が
拾
頭
を
制
圧
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
。

（中
略
）
学
儒
の
世
界
は
事
大
的
な
保
身
と
分
争
を
事

と
す
る
よ
り

ほ
か
な
い
泥
沼
の
よ
う
な
状
況
を
呈
し
て
い
た
の
で
あ

っ

た
。

=あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
道
真
の
よ
う
な
学
儒
た
ら
ん
と
す
る

.壱

く

り

ーゼ
一ノ
亀、く
プ
,雀

珪廿一騨
く
ー

,

鯖̀
.ノ「
し

昏

4月μ奉

凝

（
-

一
十

こニノ亭

=け

と

め

ら

れ

て

い
た

は

ず

で
あ

る

。

た

だ

、

こ

の
詩

は

讃

岐

赴

任

中

に

詠

ま

れ

た
も

の
だ

け

に
、

京

都

で

生

・た

こ

の
事

件

に
、

直

接

関

与

し

て

い

だ

と

は
思

わ

れ

な

い
が

、

こ

の
よ

な

事

件

は

、

突

如

と

し

て
生

じ

た

も

の

で

は

な

く
、

こ

の
事

件

の
生

じ

嵐

潮

は

か

な

り

以
前

か

ら

萌

芽

し

て

い
た

も

の

と
考

え

ら

れ

る
。

弥

永

ぽ

道
真

の
讃

岐

赴

任

に

つ

い

て
次

の

よ

う

に

述

べ

て

お

ら

れ

る

。
（
注

⑨

）

一
方

に

摂

政

基

経

が

あ

り

、

他

方

に

橘
広

相

の
進

出

が

か

な

り

め

だ

っ

て

き

た

、

と

い
う

の

が
仁

和

年

間

の
政

治

権

力

の
底

流

を

な

し

て

い

た

の

で

あ

る

。

こ
う

い

っ
た
情

勢

の
変

化

が

道

真

の
讃

岐

守

任

命

に
何

ら

か

の
作

用

を

し

て

い

る

の
か

も

し

れ

な

い
が

、

や

は
り

文

人

同

志

の
反

目

の
方

が

よ

り

大

き

な
力

を

以

て

は

た

ら

い

て

い

る

の

で

は

な

い
か

。

こ

う

い

っ
た

時

流

を

道

真

は
赴

任

当

初

よ

り

い
ち

早

く

感

じ

と

っ
て

い

で
あ

ろ

う

。

さ

ら

に

こ

の
阿

衡

事

件

が
生

じ

た

の

が
、

讃

岐

赴

任

中

だ

は

言

え
、

実

は

、

暇

を

乞

う

て
前

年

の
仁

和

三
年

未

よ
り

京

都

の
自

邸

越

年

し

て

い
る

の

で
あ

る
。

つ
ま

り

、

阿

衡

事

件

の
生

じ

る

よ

う

な

京

政

治

動

向

を

、

そ

の
時

我

が
身

で
感

じ

取

っ
て

い

た
と

思

わ

れ

る

。

注

⑩

）

そ
れ

故

、

単

な

る
傍

観

者

に

は

な

り

え

ず

、

『
菅

家

文

草

』

巻

三

、

四

詩

群

に

み

ら

れ

る

道

真

の

こ

の
讃

岐

赴

任

に

対

す

る

あ

る
種

の
割

り

切

ぬ

心

情

が

、

こ

の
阿

衡

事

件

に

よ

っ
て
触

発

さ

れ

、

悲

憤

に
近

い
も

の

追

い

や

ら

れ

て

い

っ
た

の

で

は

あ

る

ま

い

か

。

こ

の

よ

う

な

状

況

を

踏

ま

え

て

改

め

て

「
法

花
寺

白

牡

丹

」

を

考

え

て
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そ
こ
で
本
題
に
戻
る
が
、
こ
の
詩
を
白
詩
の

「白
牡
丹
」
と
照
ら
し
合

わ
せ
た
時
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
道
真

の
心
情

が
明
ら
か
に
な

っ
て
く
る

よ
う
に
思
う
。

白
居
易
の
投
げ
掛
け
た

「本
来
の
美
し
さ
が
理
解
さ
れ
ず
に
人
の
身
勝

手
さ
で
好
悪
が
決
め
ら
れ
て
し
ま
う
」
憐
む
べ
き
白
牡
丹
は
、
道
真
自
身
、

あ
る
い
は
真

の
学
儒
た
ら
ん
と
す
る
人
間
達

の
状
況
の
そ
れ
と
し
て
把
握

さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
と
す
れ
ば
道
真
に
と

っ
て
白
詩
の
テ
ー
マ
で

あ
る

「
白
牡
丹
の
陰
の
存
在
に
対
す
る
不
満
」

の
投
げ
掛
け
で
は
飽
き
足

ら
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
今
の
彼
の
心
境
を
表
わ
す
た
め
に
は
、
陰
の

存
在
を
否
定
し
た

「
美
し
く
す
ば
ら
し
い
花
」
と
し
て
白
牡
丹
を
評
価
す

る
方
向
で
創
作
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
は
必
然
的
な
結
果

と
思
え
る
。
そ
れ
故
道
真
の
詩
に
は
白
詩
よ
り
、
よ
り
強
い

「
白
牡
丹
賛

美
」
の
態
度
が
明
確
に
な

っ
て
く
る
。

こ
の
よ
う

に
見
て
行
け
ば
三
句
の

「嫌
随
凡
草
種
」
は
、
道
真
の
自
己

正
当
化
と
今

の
事
態

へ
追
い
込
ん
だ
人
々
に
対
す
る
強
裂
な
批
判
を
含
ん

で
い
る
と
思
う
。

つ
ま
り

「
凡
草
」
、
そ
れ
は
政
界
に
お
い
て
媚
び
を
う
る
立
身
出
世
志

回
の
小
人
達
、
さ
ら
に
は
阿
衡
事
件
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
無
難
な
生
き
方

を
望
む
京

の
文
人
達
を
喩
え

「
そ
れ
ら
の
人
々
と
交
わ
る
事
な
く
自
分
の

立
場
こ
そ
は
、
白
牡
丹
の
色
の
如
く
潔
癖
で
あ
り
、
そ
の
生
き
方
を
全
う

し
よ
う
と
願

っ
て
い
る
。
今
ζ
う
し
て
疎
ん
じ
ら
れ
た
身
で
あ
る
が
、
必

す
や
そ
の
正
当
性
が
世
に
認
め
ら
れ
る
時
が
来
る
」
気
持
ち
を
含
め
た
強

し
罫

0
.赴
づ
た
顔
ナ

、、レ
.ノ刀
1（
一9
そ
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ニ
ノ
イ
i

O
―[「
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こ
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婆

0
望

去
ヲ
」ん
㌧（

の
句

に

は
表

現

さ

れ

て

い

る

の

で

は

あ

る

ま

い
か

。

以

上

、

論

述

し

て

き

た

よ

う

に

こ

の

道

真

の
詩

は
白

詩

の

テ

ー

マ
を

正

碓

に
踏

ま

え

た
上

で

の
創

作

で

あ

っ
た

わ

け

で
、

こ

の
白

詩

と

の

関

係

を

見
過

し

て

は

こ

の

道

真

の
詩

は

十

分

に

理

解

で
き

な

い

と

考

え

る
。

南

園

試

小

楽

南

園

試

小

楽

小

園

斑

駿

花

初

発

遇

境

愉

閑

喚

管

弦

耕

楽

鐸

銀

教

趣

成

鯨

霞

断

庭

落

花

前

紅

蔓

・
紫

房

皆

手

植

小

児

相

勧

分

頭

舞

倉

頭

碧

玉

奔

家

生

取

楽

當

為

地

上

仙

局

調

管

逸

タ

銀

タ

（

『
菅

家

文

草

』

一
七

七

巻

一
一
）

慢

義

激

湖

指

滑

戯

紗
歎
㌦
淋
遭

坤

得
何

安

慰

老

心

情

二

一

（
『
白
氏
文
集
』

二
六
五
〇
巻
二
六
）

は
ん
ぱ
く

ひ
ら

小
園
斑
駁
に
し
て
花
初
め
て
発
く

境
に
遇

ひ
閑
を
愉
み
て
管
弦
を
喚
ぶ

さ
つ
さ
ロつ

耕
楽
鐸
錐
と
し
て
教

へ
成
り
な
ん

鯨
霞
断
ゆ
る
庭
落
花
の
前

と
欲
す

小
児
相
励
む
分
頭
の
舞
ひ
を

》
含
が
く

し

ぽ
う

聾
奪
紫
房
は
皆
手
つ
か
ら
植
ゑ
た

楽
を
取
り
て
地
上

の
仙
と
な
る
べ
し

り

な

倉
頭
碧
玉
の
家
を
書
し
て
生
れ
り



ゆ
る

ひ

慢
く
歌
詞
を
捜
き
て
清
城
に
唱
ふ

一
杯
を
飲
み
て

一
曲
を
聴
か
ず
ん
ば

何
を
将
て
老
心
情
を
安
慰
せ
ん

ま
ず
値

真

の
詩
の
詠
作
事
情
を
考
察
し
て
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

「右
親
衛
平
将
軍

叢

亭
諸
撲

肇

調

五
+
奔
。
宴
座
後
屏
風
圖

詩
五
首
」
の
中
の
吾

が
、
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る

「
南
園
喋

薯

で
あ

る
。
こ
の
屏
風
圖
詩
五
首
に
は
序
が
あ
り
そ
の
注
に

「
将
軍
喋

鰹

.笑

之
慨

元
年
冬
秒
密
語
孟

相
國
今
藷

五
汁
重

嚢

雲

婁

、
座

後
彊

屏
風
、
膿

聡

汝
誰
詩

藤
将
軍
書
之
、
巨
盒
岡
画
之
、
予
願

足
 
。
再
三
雌
辞
、
桑

叢

。
此
序
.疋
呂
氏
春
秋
之
成
文
也
。
為
喋

意
乃
靖
批
丑
而
己
。
」
と
あ
る
。

つ
ま
り
、
基
経
の
五
十
歳
の
賀
宴
を
平
将
軍
が
設
け
、
そ
の
折
贈
答
と

し
て
屏
風
画
を
巨
勢
金
岡
が
描
き
、
題
画
詩
を
道
真
が
、
書
写
を
藤
将
軍

が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
準
備
を
進
め
た
事
実
が
わ
か
る
。

川
口
氏
に
よ
れ
ば
こ
の

「右
親
衛
平
将
軍
」
は
右
近
衛
中
将
平
正
範
、

「相
国
」
は
太
政
大
臣
藤
原
基
経
、

「
藤
将
軍
」
は
名
筆
藤
原
敏
行
で
あ

ろ
う
と
さ
れ

る
。

（注
⑪
y

こ
こ
で
、

二
詩

の
比
較
に
戻
る
。
川
口
氏
は
白
詩
と
の
か
か
わ
り
に
つ

い
て

「
文
集

に

『南
園
試
小
楽
』
と
い
う
同
題
の
七
律
が
あ
る
。
そ
の
影

響
が
あ

っ
て
老
人
の
心
情
を
安
慰
す
る
気
持
ち
も
あ
る
」

（
注
⑫
）
と
指

摘
を
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
そ
の
影
響
関
係
を

一
句
毎
に
考
察
し
て
み
た

第

一
句
で
、
道
真
が

「閑
を
愉
み
て
管
弦
を
喚
ぶ
」
と
い

っ
た
句
作
り

を
し
た
の
は
、
白
詩
の
第
五
、
六
句

「
高
く
管
色
を
調
べ
て
銀
字
を
吹
く
、

慢
く
歌
詞
を
捜
き
て
清
城
に
唱
ふ
」
か
ら
察
す
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
、

自
楽
天
自
ら
が
演
奏
者

で
あ
り
鑑
賞
者

で
あ

る
よ
う
な
音
楽
と
の
接
し
方

に
対
し
、
道
真
は
、
基
経
が
今
、
政
界
の
最
高
権
力
者
で
あ
る
太
政
大
臣

で
あ
る
と
い
う
事
を
考
慮
し
た
音
楽
の
鑑
賞
法
を
想
定
し
て
の
事
で
あ

っ

む

た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

「喚
管
弦
」
で
明
ら
か
に
指
摘
し

得
る
。

次
い
で
第
二
句

「絵
霞
断
ゆ
る
庭
、
落
花

の
前
」
で
は
、
白
詩
の

「
小

園
斑
駁
に
し
て
花
初
め
て
発
く
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
、
故
意
に
花
の
盛

り
の
場
面
設
定
を
退
け
盛
り
の
過
ぎ
た
落
花

の
場
面
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
道
真
が
白
詩
を
意
識
し
て
、
そ
れ

と
は
別
の
趣
向
を
凝
ら
し
た

（和
風
的
詩
の
世
界
の
移
行
を
思
わ
せ
る
）
表
現
の

一
端
と
し
て
見
る
事

も
出
来
よ
う
が
、

こ
の
詩
が
題
画
詩
で
あ
る
と
い
う
詠
作
事
情
を
考
え
た

場
合
、
こ
の
屏
風
画
そ
の
も
の
が
、
唐
絵
と

み
る
よ
り
藩
存
魯
灘

い
庭
が

展
開
し
そ
こ
に
管
弦
の

一
団
が
思
い
思
い
に
座
を
し
め
て
演
奏
し
て
い
る

情
景
を
描
い
た
、
よ
り
和
臭
味
を
帯
び
た
大

和
絵

の
よ
う
な
も

の
で
は
な

か

っ
た
の
か
と
考
え
る
方
が
自
然
の
よ
う
に
思
え
る

（注
⑬
）

第
三
句
目
で

「
小
児
相
勧

む
分
頭
の
舞
」

の
部
分
だ
が
、
問
題
に
な
る

の
は

「分
頭

の
舞
」
の
解
釈

で
あ
る
。
川
口
氏
は

「
分
頭
舞
」
は
い
ま
だ
索
出
し
え
な
い
。

「分
頭
」
は
元
棋
の
詩
に

い
つ
く

コ

程
那
ん
ぞ
忍
ば
ん
便
ら
分
頭
す
る
こ
と
を
」
な
ど
と
あ

っ
て
別
離



1

獅

子

舞

で
も

す

る

の

で
あ

ろ

う

か
。

と
述

べ

て
お

ら

れ

る

。

（
注

⑭

）

管

見

に

よ
れ

ば

、

「
分

頭
舞

」

は
、

捜

し

得

な

い
。

そ

こ

で
、
「
分

頭

」

と

「
舞

」

を

個

別

に
考

え

て
み

る
。

ま

ず

「
分

頭

」

は

大

漢

和
辞

典

に
よ

れ
ば

、

e

分

け

る
。

別
離

。

〔
呉

融

、

湖

州

晩

望

詩

〕

両

條

渓

水

分

頭

碧

、

四

面
人
家
喰

涼

〔元
種

耀

±

を

萬
里
尚
能
迷
蛋

、

一
程
那

忍

便

分

頭

と

あ

る
。

こ
こ
で
再
び
白
詩
に
戻
る
と
第
⊥ハ
句
目
に

「慢
狼
酪

嘱
畷

」
が
あ

る
。こ

の

「滑
城
」
は
王
維

の

「
送
元
二
使
安
西
詩
」

滑
城
朝
雨
垂
壌

客
舎
青
青
柳
色
新

渤
君
更
垂

杯
酒

西
鵡

螺

墜

を
指
す
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
事
だ
が
、
こ
の
詩
は
既
に
吉
川
幸
次
郎
氏

の
指
摘

（注

⑮
）
に
も
あ
る
よ
う
に
、
唐
代
に
於

い
て
は
、
別
離
の
銭
別

と
し
て
必
ず
歌
う
の
を
常
と
し
た
と
い
う
、
い
わ
ば
当
時
に
お
い
て
は
誰

し
も
が
口
に
す
る
歌
謡
曲

の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
と
言
う
。

故
に
白
詩

の
こ
の
句
は
、
有
名
な
王
維
の
別
離

の
詩
を
管
弦
に
合
わ
せ

て
家
の
者
皆

で
大
合
唱
を
し
た
事
を
言

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

道
真
が
、

「小
児
相
励
む
分
頭
の
舞
ひ
を
」
と
し
た
の
は
、
こ
の
白
詩

の

「鑑

噸

調
唱

誠
」
を
踏
ま
え
、
そ
れ
を
こ
の
屏
風
絵
に
適
う
よ
う

つ
ま
り
白
詩
の

「
別
離
」
を
象
徴
す
る

「
滑
城
を
唱
ふ
」
の
語
句
を

「別
離
」
と
同
義
語
で
あ
る

「
分
頭
」
に
お
き
か
え
、
そ
れ
を
舞

の
上
に 

付
加
し
た
句
作
り
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
白
詩

の

「
別

離
の
歌
を
唱
う
」
か
ら

「騨
離

の
舞
を
踊
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
巧
妙
に

転
化
さ
せ
た
道
真
の
技
巧
が
明
ら
か
に
な

っ
て
く
る
と
思
う
。

三
句
目
の
中

で

「分
頭
」
と
い
う
語
が

一
見
浮
い
た
よ
う
に
見
え
る
の

で
あ
る
が
、
白
詩
と
照
合
し
た
場
合
前
述
の
よ
う
な
解
釈
が
可
能
だ
と
す

れ
ば
、
こ
の
句
の
内
容
が
明
確
に
な
る
は
ず

で
あ
る
。

故
に
、
こ
の
屏
風
絵
に
は
小
児
が
歌
舞
を
演
じ
て
い
る
描
写
が
あ
れ
ば

そ
れ
で
十
分
な
わ
け
で
、
そ
の
小
児
の
舞
の
種
別
と
し
て

「分
頭
」
と
い

う
も

の
を
捉
え
ら
れ
る
川
口
氏
の
説
に
は
従

い
難
い
。

第
四
句
目

「
楽
を
取
り
て
地
上
の
仙
と
な
る
べ
し
」
で
は
、
前
句
と
同

様

白
詩
の
七
、
八
句

「噸

訴

礎

頭

将
何
煮

老
心
靖
」
を
踏

ま
え
て
い
る
の
は
間
違

い
あ
る
ま
い
。

こ
の
句
は

「
こ
の
老
境
に
到

っ
て
か
ら
と

い
う
も
の
は
酒
と
管
弦
、
そ

れ
ら
こ
そ
が
慰
め
に
な
る
も
の
だ
。

こ
れ
ら

が
な
け
れ
ば
、
こ
の
老

い
た

毎
日
を
ど
う
し
て
過
ご
せ
よ
う
か
」
と
い
う
白
楽
天

の
心
境
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

道
真
が
、
白
詩
の
こ
の
心
情
を
十
分
踏
ま
え

つ
つ
し
か
も
、

「地
上
の

仙
と
な
る
べ
し
」
と
言

っ
た
白
詩
に
は
見
ら
れ
な
い
音
楽
と
の
関
わ
り
を

示
す
新
た
な
句
作
り
に
転
化
さ
せ
て
い
る
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
こ
の
詩
が
五
十
歳
と
い
う
長
寿

を
迎
え
た
基
経
に
対
す
る
贈



雀
α
墨匪
マ
カ
坑ヌ
。と
し
.,、司考

ノ一冒
か
,

遥
霊タ
」ん
し
あん
㌍

」メ
禮
」ノ
呂
去
蓬

を
意
識
し
、
国
政

の
最
高
権
力
者
た
る
人
物
の
心
情
を
考
慮
し
て
の
句
作

り
で
あ

っ
た

か
を
示
す
証
に
な
る
と
思
う
。

三

以
上
へ

『
白
氏
文
集
』
と
道
真
の
詩
の
影
響
関
係
さ
ら
に
は
道
真

の
摂

取
態
度
、
創
作
姿
勢
な
ど
を
探
る
事
を
め
ざ
し
論
述
し
て
来
た
の
だ
が
、

対
象
と
し
た
作
品
が
わ
ず
か
で
あ
り
、
こ
れ
ら
か
ら
結
論
を
急
ぐ

の
は
無

理
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
手
掛
り
ら
し
き
も
の
は
見
出
せ
た
と
思
う
。

両
詩
の
関
わ
り
を
大
き
く
狭
義
的

・
広
義
的
影
響
と
分
け
比
較
検
討
し

て
来
た
わ
け
だ
が
、
結
果
的
に

「
狭
義
的
影
響
」
と
は

『
白
氏
文
集
』
を

一
種
の

「辞
典
」

「
類
書
」
的
観
念
で
摂
取
を
試
み
て
い
る
姿
勢
と
換
言

で
き
る
と
思
う
。

一
方
、
道
真

の
場
合
、
そ
の
よ
う
な
影
響
の
摂
取
に
留
ま
ら
ず
、
さ
ら

に
深
意
の

「広
義
的
影
響
」
を
受
け
た
創
作
も
存
在
し
て
い
る
事
を
以
上

の
二
作
品
を
挙
げ
て
論
証
し
て
来
た
。

こ
の
二
作
品
か
ら
、
道
真
が
白
楽
天
の
詩
意
を
如
何
に
正
確
に
し
か
も

深
く
汲
み
取
り
自
分
の
創
作

の
べ
ー
ス
に
し
て
い
た
か
認
識

で
き
た
と
思

う
。

注
①

『
平
安
時
代
文
学
と
白
氏
文
集
ー
句
題
和
歌
、
千
載
佳
句
研
究
篇
i
』

金
子
彦
二
郎

「菅
原
道
真
と
白
氏
文
集
」

（
「東
洋
大
学
紀
要
12
昭
33
、
2
）

金
子
彦
二
郎

O
マ
「
d
》
氏

ムー
イ
ノ
漫
―コ
ー
（
ノト
ドロル
マ
ノ
多

ー
M雇
;

0
卍
ノ
逆
づ
ア9
グ
フ
左后
川負

 
一刊

住

金

子

彦

二
郎

注

②

『
平

安

時

代

文

学

と

白

氏

文

集

i

句

題

和

歌

、

千

載

佳

句

研

究

篇

1
』

金

子

彦

二
郎

注

③

「
寒

早

十

首

」

と

他

の

詩

人

の
作

品

と

の

形

態

の
類

似

を

指

摘

さ

れ

た
も

の
と

し

て
川

口
氏

の

「
五

律

の
連

作

の

体

式

は

元

積

の

『
生

春

二
十

首

』

な

ら

び

に
文

集

の

『
春

の
深

き

に

和

す

二
十

首

』

の
体

式

に
模

す

る
。

劉

萬

錫

に

も

『
深

春

好

』

が

あ

り

白

居

易

と

共

に
、

元

棋

の
作

に
応

じ

て
作

っ
た

」

（
岩

波

古

典

大
系

『
菅

家

文

草

後

集

』

六

八

三
頁

）

と

の
論

述

が

あ

り

、

又
金

子

氏

は

「
す

な

は

ち

道

真

は
十

首

、

元

?

は

二
十

首

で

あ

る

が
、

其

の
毎

詩

に
韻

字

と

し

て

『
人
、
身

、
貧

、

頻

』

の

四
字

を

使

用

せ

る
あ

た

り

も

、

元

旗

の
毎

詩

に

『
中

、

風

、

融

、

叢

』

の

四
字

を

使

用

し

た

五
言

詩

と

全

く

其

の
体

裁

を

同

じ

く

し

て

ゐ

る
事

に
徴

し

て
も

明

か

で

あ

る

。
」

と

し

て
元

積

の

「
生

春

二

十

首

」

と

の
類

似

を
指

摘

さ

れ

て

い

る
。

（
『
平

安

時

代

文

学

と
白

氏

文

集

』

九

〇

頁

-

道

真

の
文

学

研
究

篇

第

二

冊

1

）

注
④

「
愛

悪

随

人
情

」

の
解

釈

を

あ

ぐ

っ
て

ー

〔
説

一
〕

〔愛

悪

は

人

情

に

随

ふ

こ
と

を

」

.

こ

の
訓

読

で

行

け

ば

白
楽

天

の
主
観

と

い

っ
た
も

の
は

抑

え
ら

れ
読

者

自

身

へ
の
投

げ

掛

け

で
終

っ
て

い
る

。

「
花

を
愛

し

た

り

嫌

う

よ

う

な

事

は

人

間

の

心

情

で

い

ず

れ

か

に

決

め

ら

れ

て

し

ま

う

も

の

だ

」

の
意

に
な

ろ

う

か

。



人
々
が
牡
丹
と
い
う
も

の
を
蔑
ろ
に
し
て
玉
蘂
花

へ
走

っ
て
し
ま

っ

て
い
る
事
に
対
す
る
白
楽
天
の
憤
り
。
こ
れ
は
単
に
花
に
限

っ
た
事
だ

け
で
は
な
く
人
事
に
於
い
て
も
し
か
り
と
、
さ
ら
に
推
し
進
め
れ
ば
、

本
当
に
有
能
な
者
が
見
捨
ら
れ
、
そ
う

で
な
い
も
の
が
採
用
さ
れ
て

い
る
現
状
に
対
す
る
聞
接
的
な
批
判
を
含
ん
で
い
よ
う
。

「
す
ば
ら
し
い
花
だ
と
覚
す
る
の
は
実
は
身
勝
手
な
人
の
心
情
か
ら

く
る
も

の
で
、
そ
う
い

っ
た
主
観
的
な
も
の
だ
け
で
、
牡
丹

の
美
し

さ
も
退
け
ら
れ
て
い
る
。
私
は
こ
の
よ
う
な
事
を
は
な
は
だ
不
満
に

思
う
」

の
意
か
。

注
⑤
岩
波
古
典
文
学
大
系

『菅
家
文
草
、
後
集
』
作
品
番
号
二
五
七

補
注
三
参
照

注
⑥
岩
波
古
典
文
学
大
系

『
菅
家
文
草
、
後
集
』
解
説
、
菅
原
道
真
年
表

参
照

注
⑦

『
菅
原
道
真
』

坂
本
太
郎

「
菅
原
道
真
の
前
半
生
1
と
く
に
讃
岐
守
時
代
を
中
心
に
し
て
i
」

（
「
日
本
人
物
大
系
」
第

一
巻
昭
三
六
）

弥
永
貞
三

注
⑧

「菅
原
道
真
論
の
断
章
」

（
「国
語
と
国
文
学
昭
三
二
、

一
〇
）

秋
山

度

注
⑨

「菅
原
道
真
の
前
半
生
1
と
く
に
讃
岐
守
時
代
を
中
心
に
し
て
ー
」

弥
永
貞
三

注
⑩

右
同
。

注
⑪

岩
波
古
典
文
学
大
系

『
菅
家
文
草
、
後
集
』
二
四
〇
頁

注
⑫

右
同
書
。
作
品
番
号

一
七
七

補
注

一

注
⑬

川
口
氏
は
補
注
で

「
こ
れ
は
文
集
の
世
界
な
ら
ば
、
唐
絵
に
題
し

た
こ
と
に
な
る
が
、
椀
偲
あ
た
り
が

た
ま
た
ま
歌
舞
し
た
と
こ
ろ

を
写
し
た
と
す
れ
ば
大
和
絵

の
世
俗
画
の
画
面
と
も
み
ら
れ
な
く

は
な
い
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。

（前
掲
書

作
品
番
号

一
七
七

補
三

六
八
〇
頁
）

注
⑭

岩
波
古
典
大
系

『
菅
家
文
草
、
後
集
』
作
品
番
号

一
七
七

頭
注

注
⑮

『
新
唐
詩
選
』

吉
川
幸
次
郎
、
三
好
達
治
著

=
二
六
頁
～

=
二
九
頁

〈
付
記
〉

稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
西
岡
晴
彦
先
生
よ
り
多
大
の
御
教
示
を
得
ま

し
た
。
ま
た
論
述

の
進
め
方
に
つ
き
、
金
原

理
先
生

に
い
ろ
い
ろ
と
御
指

導
頂
き
ま
し
た
。
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◆

寄

贈

図

書

・
『
洞
門
抄
物
と
国
語
研
究
』

『
人
天
眼
目
抄
』
福
山
恵
理
子
氏
よ
り

・

『大
字
典
』

『
く
ず
し
解
読
字
典
』

『
か
な
解
読
字
典
』

『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
10

・
19

・
50

52
年
度
国
文
卒
業
生
よ
り

・

『
国
語
国
文
学
資
料
集
』
1
幸
若
舞
曲
集
H

2
幸
若
舞
曲
集
口

3
影
印
田
植
草
紙
集

広
島
女
子
大
国
語
国
文
学
研
よ
り

・

『
図
説
日
本

の
古
典
15

井
原
西
鶴
』

長
谷
川
強
氏
よ
り


